
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
清秋の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
日頃からの温かいご支援に対し、心より感謝申し上げます。 
さて、私にとって２回目となる議会（9月定例会）が 9月 7日から 10月 20日
まで開催されました。今議会では、補正予算として約 44億円の追加が承認され
ました。主な事業として津波対策事業や新エネルギー利用促進事業、並びに市

民に身近な道路の維持・修繕経費など、市民の関心が高く生活の安心につなが

る事業が追加されました。 
また、今回初めての試みになりますが、議会改革の一環として 9 月定例会にて
平成 22年度の一般・特別会計決算に対する総括質疑が行われました。 
これまで一般・特別会計決算は、9月定例会で決算審査特別委員会を設置し、閉会中に審査をしてきま
したが当初予算に反映できる時期に予算審査をした議員が決算にも係ることが望ましいということか

ら、各常任委員会に分割付託して審査をすることになりました。 
その他、今議会にて市民クラブより斉藤晴明議員が代表質問、徳光卓也議員が一般質問で登壇しました。

次回 11月定例会では、私も初登壇しますので、引続きのご支援をお願い致します。 

            浜松市議会議員 平間 良明 
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     9 月補正予算の主な事業      

 津波対策事業  

●屋上階段設置 
（海岸線から 2ｋｍ以内の小中学校 8校に設置） 
●看板設置 
 津波防災看板（新規 10基・取替 20基） 
 津波ひなんビル標識（新設 10基・取替 6基） 
 海抜標識（新設 212基） 
●同報無線設置 
 海岸線難聴地域解消（新設 8基） 
●橋梁耐震調査（747橋） 

 新エネルギー利用促進助成事業  

●住宅用太陽光発電システム設置費補助金の追加 
当初の 75000円×500件（抽選）に、50000円×2000
件（先着順）の補助を追加 

  平成 22 年度浜松市決算の概要      

会計別決算額（前年比） 

●一般会計・・2,186 億円（20億円増） 
●特別会計・・1,820 億円（ 4億円減） 
●企業会計・・  582 億円（56億円減） 
●総会計・・・4,588 億円（40億円減） 
 

浜松市決算の特徴 

○ 総市債残高 5､225億円（66億円削減） 
※ 一人あたり 63万 8千円（6千円減） 
※ 目標 26年度末 5,000億円未満 
○ 市税収入の減 前年度対比 44億円減 
※ 景気低迷により個人市民税が約 13%減少 
○ 人件費の削減 前年度対比 8億円減 
○ 扶助費の増加 前年度対比 136億円増 
※子ども手当の支給開始により 143億円増 
※景気低迷により生活保護扶助事業で 20億円増 



 会派政策提言書を提出しました  
去る 10 月 19 日、私たち市民クラブは市が示した「浜松市戦

略計画 2012 の基本方針」並びに「浜松市平成 24 年度予算編

成」に対し、政策の推進・市政運営に関する提言を行いました。

市長の政策公約を工程表に基づいて取組む政治姿勢と政策

実現を高く評価すると共に実現に向けて継続的に協力すること

を伝えました。また、厳しい環境下において地域の経済力を強

化する戦略的な政策・制度の立案と行財政改革のレベルを上

げスピード感を持ち断行することなどを求めました。                  
 今回の提言書は市民クラブのホームページに掲載しましたので、ぜひご覧ください。http://shimin-club.jp/ 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9月13日 全本田労連定期大会

7月1日 浜松市市制施行100周年記念式典 9月14～16日 本会議（代表・一般質問）

7月4～6日 市民クラブ行政視察(郡山市・会津若松市・米沢市) 9月20日 厚生保健委員会

7月7・8日 東北津波被災地視察（岩手県・宮城県） 9月23日 スズキ労組定期大会

7月10日 全本田労連＃２常任顧問会議 9月29日 本会議

7月11日 地域活性化特別委員会 10月5日 本会議

7月11日 浜松基地対策協議会代表委員会 10月11日 厚生保健委員会（平成22年度決算）

7月26日 地域活性化特別委員会視察 10月14日 本田労組拡大政渉委員会

7月27日 厚生保健委員会 10月20日 本会議・厚生保健委員会

8月1日 市民クラブ市内視察（北区・中区） 10月24日 三遠南信サミット

8月4日 ホンダロジスティクス労組定期大会 10月26～28日 厚生保健委員会視察（米子市・倉敷市・大阪市）

8月8日 市民クラブ市内視察（南区・西区） 10月29日 本田労組浜松支部執行委員ＯＢ会

8月9日 議員研修会

8月22・23日 市民クラブ市内視察（東区・浜北区・天竜区） 11月 本会議・委員会

8月25日 厚生保健委員会 12月 本会議（12/2代表質問　初登壇）・委員会(通信Vol.6）

9月1日 アツミテック労組・ユタカ技研労組大会 1月 委員会

9月7日 本会議 2月 本会議・委員会

9月7日 本田労組浜松支部総会 3月 本会議・委員会(通信Vol.７）

活動予定（１１月～

活動報告（７月～１０月）

 

   緊急休日保育と児童の居場所の利用者数まとめ         
電力需給対策に対応した休日保育や児童の居場所づくりとして、この夏 7 月から 9 月の 3 か月間実施

した浜松市の対応について、利用者数等の実績を確認しました。 

○緊急休日（日曜日）保育の実施 ・公立保育園 6園で実施（日数 13 日）  

  利用実績： 延べ人数 887 名（申し込みに対する利用率 72%） 

※当日キャンセルが多かったとのこと。（理由：休みが取れた。熱が出た。祖父母に預けた。連絡なし） 

○土日の児童の居場所 ・なかよし館など市施設 16 か所に開設（日数 26 日） 

利用実績： 延べ人数 901 名（申し込みに対する利用率 8%）  

※利用率については、なかよし館以外の施設が低い傾向となりました。（細江・浜北・天竜）当初は利用者

が多い場合の安全管理面を考慮し、登録者のみの利用に制限しましたが、実施状況を見て、現場の裁量

で登録者以外の対応もされました。今回の保育対応は前例がなく、実施までの準備期間も短い中、大変

多くの調整をして実施されました。課題もありますが多くの市民の困りごとの対応につながったと思いま

す。対応にあたった皆様に感謝いたします。今後の電力需給については依然不透明です。行政としては

しかるべき時に対応出来る様に課題整理をする必要があります。私も今後の社会動向をみながら対応し

たいと思います。   

ブログ「ひらま良明です。」2011年 10月１9日投稿記事より ひらま良明  と検索 携帯電話→ 

丸井会長より市長へ提言書を手渡す 


